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登壇 

 

 

松下：お待たせいたしました。本日はご多用のところ、株式会社荏原製作所、2021 年 12 月期第 2

四半期決算説明会にご参加いただきまして、誠にありがとうございます。 

定刻となりましたので、ただ今より会を始めさせていただきます。 

本日の 15 時に決算関連の書類を、東証のプラットフォーム、ならびに当社ホームページに開示し

ております。そちらもご覧いただきながら、ご参加いただきますようお願い申し上げます。 

本日のスケジュールでございますが、決算概要を経理財務担当の細田より説明させていただき、続

けて今期の見通しについて、社長の浅見より説明させていただきます。その後に皆様からのご質問

をお受けいたします。終了時刻は 18 時 30 分を予定しております。 

それでは、細田より説明に入らせていただきます。 
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細田：経理財務担当の細田でございます。私から、2021 年 12 月期第 2 四半期の業績決算の概要

についてご説明させていただきます。 

スライドの資料の 3 ページをご覧ください。まず、今回の決算のポイントについてご説明いたしま

す。 

当第 2 四半期決算は、新型コロナウイルス感染症拡大からの経済回復や、半導体需要の急増といっ

た外部環境要因に加えまして、当社内で継続的に実施してまいりました各事業における施策の成果

によって、風水力事業、環境プラント事業、精密・電子事業の全事業セグメントにおいて、前年同

期の受注・売上・営業利益を上回る結果になりました。 

今期の通期業績につきましては、5 月 14 日に公表しました前回業績予想に対して、足元の進捗や

下期の経営環境を踏まえて、業績予想を上方修正することといたしました。修正後の通期営業利益

予想は 560 億円であり、これは過去最高益の更新となる見込みでございます。 

通期業績予想の修正に伴い、年間配当予想につきましても、業績連動性の観点から修正することと

し、また、5 月に決議して現在進行中の自己株式の取得につきましても、順調に進捗してきている

状況でございます。 
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以上が、会社として捉えている当決算の要点でございます。 

 

では、詳細の説明に入りたいと思います。 

4 ページ目をご覧ください。当第 2 四半期決算の連結業績でございます。 

受注は前年同期から 868 億円、率にして 33.7%増加しまして 3,449 億円、売上は 287 億円増加し

て 2,741 億円、営業利益は 120 億円増加しまして 248 億円、営業利益率は 3.9%ポイント改善して

9.1%となりました。親会社の所有者に帰属する四半期利益は 99 億円増加して 169 億円と、第 2 四

半期累計期間において、受注・売上・営業利益・四半期利益いずれも過去最高を更新しておりま

す。 
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5 ページ目をご覧ください。セグメント別のサマリーでございます。 

各事業で、いずれも前年同期の業績を上回っております。 

風水力事業では、主に中国や先進国を中心とする建築設備市場での需要回復に伴い、受注・売上が

増加しました。営業利益は、前年同期から 55 億円増と 7 割近い増加率となっており、これはカス

タムポンプ事業や、コンプレッサ・タービン事業における採算性向上が、第 1 四半期より継続した

ことに起因しております。 

環境プラント事業につきましては、上半期にごみ処理施設の大型案件を 3 件受注しましたので、受

注は好調で、また、工事進行売上も順調に推移しております。 

精密・電子事業につきましては、顧客である半導体メーカーの設備投資が活発で、世界的な半導体

不足から、顧客の工場稼働率も依然高い状況が継続したことを背景に、受注・売上・営業利益がい

ずれも前年同期を上回っております。 
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6 ページ目をご覧ください。地域別売上収益構成でございます。 

こちらは、顧客の所在地別売上構成になっております。昨年はコロナの影響によって、グローバル

に景気減速が見られましたが、今期は中国での設備投資が活発で、コロナ禍以前を上回る水準まで

回復しております。 

風水力事業では、コロナ感染の再拡大の影響もあり、日本や東南アジアの新興国などにおける建築

設備の需要回復ペースはやや鈍化しております。 

一方で、精密・電子事業においては、顧客の設備投資意欲が非常に高く、主要な地域で前年同期を

上回っております。 

セグメントごとの地域別売上収益は 18 ページにも掲載しておりますので、そちらも併せてご参照

ください。 
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続いて、主要セグメントごとの業績内容についてご説明いたします。 

セグメント別の業績の説明に入ります。7 ページ目をご覧ください。まず、風水力事業についてで

ございます。 

受注は前年同期から 146 億円増の 1,654 億円、売上は 135 億円増の 1,628 億円、営業利益は 55 億

円増の 134 億円で、主にポンプ事業が牽引し、全体として増収増益となりました。 

サブセグメント別に業績を見てまいりますと、ポンプ事業では、前年同期と比較して増収増益とな

っております。建築設備市場では、中国、欧米などを中心にコロナ禍からの需要回復が見られまし

た。 

石油・ガス市場では、昨年の原油価格低迷の影響がまだ引き続き、引きずっている面もあります

が、原油価格も回復してきている中で、中国では石油化学プラント向け受注・売上が堅調に推移い

たしております。 

営業利益については、建築設備市場での増収に加えまして、カスタムポンプにおける収益性改善施

策を継続して、成果が出てきております。 
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次に、コンプレッサ・タービン事業ですが、コンプレッサ・タービン事業は減収増益でした。一部

の地域で顧客の投資案件に動きが見られ、米国でのコロナ影響による営業活動の制限も徐々に緩和

されつつありますが、前年同期比では、サービス&サポートの売上が減少しております。 

一方、営業利益については、製品の選択受注および原価低減などにより、製品収益性の改善が見ら

れ、増益となっております。 

冷熱事業につきましては、増収減益でした。中国市場は需要が回復基調で、受注・売上は堅調に伸

びておりますが、主に国内冷凍機のメンテナンス売上の期ずれなどにより、減益となっておりま

す。 

サブセグメント別損益につきましては、今回の資料の 14 ページ以降にも数値を掲載しております

ので、そちらも併せてご確認ください。 

 

次に 8 ページ目、環境プラント事業でございます。 

受注は前年同期から 255 億円増の 616 億円、売上は 26 億円増の 313 億円、営業利益は 6 億円増

の 28 億円で、増収増益となっております。 
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受注案件は左下の主要受注案件に記載の通りですが、第 2 四半期にごみ処理施設の DBO 案件を 1

件受注しましたので、上期の大型案件は合計 3 件となりました。EPC の工事進行売上が少なかっ

た前年と比較しまして、今期は工事案件が多く、長期包括案件の工事進行売上も順調に増加したこ

とにより、増益となっております。 

 

9 ページ目をご覧ください。精密・電子事業でございます。 

受注は前年同期から 465 億円増、率にして 66%の増加でして 1,168 億円、売上は 124 億円増の

790 億円、営業利益は 54 億円増の 89 億円で、増収増益となっております。 

半導体需要が旺盛で、顧客全般で生産能力増強や先端投資の動きが加速しておりますので、コンポ

ーネント事業、CMP 事業ともに受注は大きく伸長しております。 

今期は製品の受注、売上の増加だけでなく、顧客の高い工場稼働率に伴い、オーバーホールや部品

販売など、サービス&サポートの売上も増加しております。 
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営業利益は増収に加え、CMP 事業で採算性の低い売上案件が上期から下期へ期ずれしたことな

ど、案件ミックスも増益に寄与しております。また、ドライ真空ポンプの自動化工場の稼働も今期

から開始しておりますので、収益性改善の効果がそれによって出てきております。 

精密・電子以外の固定費は、需要の拡大に対応した人件費の増加や減価償却費を中心に、自動化工

場関連の固定費が増加している状況でございます。 

第 2 四半期決算業績についての説明は以上になります。 

2021 年の通期業績予想につきましては、社長の浅見から説明させていただきます。 

 

浅見：それでは、浅見からご説明させていただきたいと思います。私からは、21 年の通期業績予

想についてご説明させていただきます。 

10 ページ目になります。 

2021 年の事業環境につきましては、足元ではアジア地域でコロナ感染の再拡大、それから中国景

気の鈍化懸念、原材料費上昇がリスクとして想定され、楽観視はできない状況ですけれど、リスク
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対策をしっかり行って、各事業での事業戦略を着実に行って収益を確保していきたいと思っており

ます。 

こうした状況下で、上期業績の進捗と拡大基調にある半導体需要に対応することによって、通期業

績の予想を上方修正することといたしました。 

前回、5 月発表予想から、受注については 380 億円引き上げて、7,010 億円、売上は 175 億円引き

上げて 5,915 億円といたしました。営業利益は 105 億円引き上げて 560 億円、親会社の所有者に

帰属する当期利益は 75 億円引き上げて 370 億円となる見込みでございます。 

受注につきましては、当社初の 7,000 億円台ということ、それから営業利益、当期利益につきまし

ても、過去最高の達成を目標としております。それから、中期経営計画の最重要経営指標である営

業利益率は 9.5%、ROIC では 9.3%を見込んでおります。 

セグメント別の修正計画については、次のページでご説明させていただきます。 

 

セグメントごとに修正内容を見てまいりますと、風水力の事業では、上期業績の進捗、そして、コ

ロナ感染の再拡大による工事遅延、移動制限の長期化などをリスクとして織り込んで計画を立てて
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おります。5 月に発表させていただいた予想からは、受注は 125 億円、売上は 70 億円、営業利益

は 35 億円、それぞれ上方修正をした計画としております。 

環境プラント事業は、ターゲットとなる受注案件の増額を反映いたしまして、前回予想よりも受注

を 60 億円上方修正いたしております。 

精密・電子事業は、足元の良好な事業環境がございまして、受注については 200 億円、売上は 110

億円、営業利益で 70 億円、それぞれ上方修正させていただいております。営業利益は、増収効果

が大きく寄与すると見ております。 

 

続いて、株主還元の見通しについて、12 ページでご説明させていただきます。 

当社の株主還元は、連結配当性向 35%以上を目標に、当該期の業績に連動して実施する方針とし

ております。 

今回の業績予想の上方修正に伴いまして、配当予想につきましては、1 株当たりの期末配当金を期

初予想の 50 円から 80 円に増配いたしまして、年間配当金は 100 円から 130 円に引き上げること

といたしました。昨年の年間配当金実績 90 円からは、40 円の増配となる予定でございます。 
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それから、5 月に 200 億円、もしくは 520 万株を上限とする自己株式の取得を発表しております

ので、その進捗について報告させていただきます。 

発表から 7 月末現在までの取得価額では 75 億円と約 4 割弱の進捗でございまして、おおむね順調

に買い付けが推移している状況でございます。 

今後も資本配分は成長投資の優先と考えておりますが、株主還元策につきましては、今後の経営環

境や財務戦略などを踏まえて、継続して検討をいたしてまいります。 

 

続いて、トピックスといたしまして、私どもが 8 月 1 日に発表し、立ち上げました、水素関連事業

のプロジェクトについて、簡単にご説明、ご紹介させていただきたいと思っております。 

化石燃料を動力源として使い始めて以来、人類は地球環境に大きな影響を及ぼすようになったと思

います。私が子どもの頃で言えば、自動車の排気ガスで光化学スモッグが起こって、校庭に出られ

なくなったり、火力発電所からの NOx、SOx で酸性雨が降ってしまったり、工場からの排気、排

煙から喘息になってしまったり、家庭用の洗剤が処理されずに川に流れて、魚が住みにくい川にな

ってしまったりというようなことが起こりました。公害と言われるものですが、その当時、二酸化

炭素ということは問題には上がりませんでした。 
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それがここ数年では、気候変動や地球環境への影響が懸念され、カーボンニュートラルが叫ばれ

て、荏原でも昨年発表した「E-Vision2030」の中で、重要課題として、持続可能な社会づくりへの

貢献、そして、環境マネジメントの徹底を挙げさせていただきました。 

一方で、二酸化炭素を出さずに電気をつくることができる再生可能エネルギーや太陽光、風力など

がありますが、これはやはり不安定でございます。また、そういう多くの電気を蓄電池にためるの

も技術的に難しいことがございます。 

その不便さを補うことを期待されているのが水素です。水素は、他のエネルギーに変換されるとき

に二酸化炭素を発生させません。燃料電池に水素を充填して電気を発生させたり、車などで重い物

を長距離にわたって運ぶことも可能になります。製鉄所や発電所でも水素を利用することができま

す。 

水素をつくったり、運んだり、使ったりするときには、高温の焼却炉、マイナス 253℃という超低

温、それから圧縮などが必要ですが、技術的に難しいことがあります。だからこそ、荏原のそのよ

うな分野での強みを発揮して、生かして、貢献できると思ってこのプロジェクトを立ち上げまし

た。 

先ほど申し上げたように、現在では受注で 2,000 億円を超えるような規模に育った精密・電子事業

も、1985 年に立ち上げたプロジェクトです。それ以来となるコーポレートプロジェクトというこ

とで、今回、水素関連事業のプロジェクトを立ち上げて、社会に、世界に貢献していこうと考えて

おります。全社の力を結集して、精密・電子事業のように大きく育てていきたいと思っておりま

す。 

以上、私からご説明させていただきました。 
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